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１．はじめに  
泥炭地では排水に伴い、泥炭の収縮・圧密等により地盤沈下が進行し、農地では排水不

良や凹凸化が営農上の問題となっている。一方、湿原では乾燥化により植生等の変化が生

じ、自然再生推進法に基づき設立された自然再生協議会などで農地と湿原の共存方策につ

いて検討されている。そこで、排水路の堰上げ 1)により地下水位を上昇させ、泥炭地の乾

燥化を抑制するとともに、隣接する湿原に配慮した農地の整備・管理手法に関する検討を

進めている。  
本報では、農地に附帯する明渠の水位を制御す

ることによる圃場内地下水位制御の可能性につい

ての試験概要と、実測した地下水位の変動を報告

する。  
２．調査地と方法  
２．１ 調査地  
 調査地は北海道天塩郡豊富町に位置する泥炭農

地（採草地）および隣接する未墾地（ササ地）で      図－１ 調査地  
ある。                    
泥炭農地は１次造成から 19 年経過しており、10

数 cm の客土の下にはヨシを主要構成植物とする

低位泥炭が厚さ 1.5～3.0m 程度堆積している。                          
２．２ 方法                    
  調査地での堰上げ位置、地下水位調査地点を図
－１に示す。     
堰上げ処理は堰上げ圃場に附帯する未墾地側と

農地側の２条の明渠の一部区間を対象とした。附 
帯明渠に設けた堰は矢板堰とし、水位調整が可能 写真－1 堰上げ処理した附帯明渠の状況       

な構造とした（写真－１）。2005 年１月下旬に試      （2005 年９月）  
験的に注水し、５月下旬に一旦落水し、その後６  
月下旬に附帯明渠への注水を行い、堰より上流側の附帯明渠水位が堰上げされた。         
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 圃場には附帯明渠の堰上げ処理の有無による地下水位の面的変動パターンを把握するた

め、圃場中央部と縁辺部に地下水位計（Trutrack 製 WL-1500）を設置し水位を連続測定し

た。地下水位変動や積雪の影響による標高変動を調べるための沈下板を設置した。また、

堰上げ圃場、未堰上げ圃場から放出される温室効果ガス（メタンと亜酸化窒素）なども測

定し 2)、地下水位との関係を調査している。                             

３．調査結果  
  堰上げ圃場、未堰上げ圃場お

よび堰上げ圃場と未堰上げ圃場

の間の圃場（片側堰上げ）の地

下水位の経時変化等を図－２に

示す。地下水位は各観測点の地

盤面からの深度として示してお

り、冬期間の地下水位データは

未回収である。  
地下水位は春・秋に高く、夏

は低くなる傾向にある。降雨直

後の地下水位の上昇傾向はいず

れの地点でも見られた。各圃場

を比較すると、堰上げ、片側の

み堰上げ、未堰上げ圃場の順に              

地下水位が高く、堰上げ処理の       

効果が認められる。また、堰上     

げ圃場内でも圃場中央部（①） 
と附帯明渠に近い観測点（②）       
とを比較すると、前者は降雨後     図－２ 地下水位の経時変化と降水量、積雪深  
すぐに地下水位が低下するのに対し、後者は水位低下が緩やかで堰上げ圃場では降雨後の

水位低下が抑制されている傾向もみられた。  
４．おわりに  
 北海道豊富町に位置する泥炭農地（採草地）に附帯する明渠排水路の水位を堰上げし、

泥炭農地周辺の地下水位を上昇させる実験を開始した。堰上げ処理によって圃場内の地下

水位は上昇し、堰上げの影響がみられた。今後は観測地点を増やし、圃場内の面的な地下

水位変動や堰上げ処理に伴う地下水位上昇範囲等を検証する予定である。  
 今回の試験は、（独）北海道農業研究センターの安田道夫氏、永田修氏、（独）土木研究

所寒地土木研究所の鵜木啓二氏をはじめとする関係各位と共同で行っている。各位に謝意

を表します。  
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